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毎月15日は「道民交通安全の日」

た
た
え
る
言
葉

�

公
益
社
団
法
人　

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会　
　

�

会
長　

南 

山
　
英 

雄

公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
会
長
表
彰
を
、

受
賞
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
は
、
日
頃
何
か
と
ご
多
忙
の
中
、「
尊
い
人
命
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
」
と
い
う
大
変
崇
高
な
使
命
感
に
燃
え
、
永
年
に

わ
た
り
交
通
安
全
運
動
の
推
進
に
情
熱
を
注
が
れ
、
交
通
事
故

防
止
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
皆
様
で
あ
り
、
そ
の
並
々
な
ら

ぬ
御
労
苦
と
御
活
躍
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
死
～
め
ざ
せ
安
全
で

安
心
な
北
海
道
」
を
目
指
し
、
皆
様
方
を
は
じ
め
関
係
機
関
・

団
体
な
ど
が
総
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
、
１
９
０
人
と
昭
和
24
年
以
来
、

実
に
62
年
ぶ
り
に
２
０
０
人
を
下
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
永
年
に
わ
た
る
交
通
安
全
活
動
に
ご
活

躍
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
交
通
安
全
指
導
員
や
奉
仕
員
の
皆
さ

ん
の
ほ
か
、
母
の
会
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
の
皆

様
の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
尊
い
命
を
守
る
べ
く
交
通
安
全
運
動
の
推

進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

不
可
欠
で
あ
り
、
皆
様
方
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
貴
重
な
経
験
を

生
か
さ
れ
、
今
後
と
も
地
域
住
民
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
交
通

安
全
運
動
の
推
進
に
な
お
一
層
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
23
年
度
北
海
道�

�

交
通
安
全
功
労
者
等
表
彰
式

２
月
６
日
、
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札

幌
で
北
海
道
交
通
安
全
功
労
者
等
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
道
か
ら
は
多
田
健
一
郎
副
知

事
、
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
か
ら

南
山
英
雄
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
永
年
に

わ
た
り
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
の

地
道
な
努
力
と
活
躍
に
対
し
て
、
感
謝
と

励
ま
し
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
北
海
道
知
事
表
彰
と
し
て
、

多
田
副
知
事
か
ら
北
海
道
社
会
貢
献
賞
を

６
名
（
交
通
安
全
功
労
者
）
に
、
北
海
道

善
行
賞
が
92
名
（
交
通
安
全
実
践
者
）
に

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通

安
全
推
進
委
員
会
会
長
表
彰
と
し
て
、
南

山
会
長
か
ら
交
通
安
全
指
導
員
・
交
通
安

全
奉
仕
員
表
彰
が
１
０
３
名
、
交
通
安
全

母
の
会
表
彰
が
１
０
９
名
に
、
交
通
安
全

一
般
表
彰
が
２
団
体
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
北
海
道
議
会
喜
多
龍

一
議
長
、
北
海
道
警
察
本
部
鳥
井
優
二
交

通
部
長
か
ら
お
祝
い
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
北
海
道
社
会
貢
献
賞

を
受
賞
し
た
粟
崎
邦
雄
さ
ん
が
お
礼
の
言

葉
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
閉
会
し
ま
し
た
。

車にも　乗せようマナーと　思いやり

振興局別表彰者数
北海道知事表彰 北海道交通安全推進委員会会長表彰

区分

振興局

社会貢献賞
善行賞 小　計

指
導
員
・

奉
仕
員

母
の
会

会
員

一般表彰
小　計

個　人 団　体 個　人 団　体

空 知 0 0 10 10 24 6 0 0 30

石 狩 2 0 14 16 8 22 0 2 32

後 志 0 0 10 10 13 13 0 0 26

胆 振 0 0 3 3 1 3 0 0 4

日 高 1 0 5 6 6 15 0 0 21

渡 島 0 0 8 8 4 0 0 0 4

檜 山 2 0 4 6 0 21 0 0 21

上 川 0 0 11 11 33 1 0 0 34

留 萌 0 0 5 5 0 0 0 0 0

宗 谷 0 0 2 2 8 0 0 0 8

オホーツク 1 0 9 10 2 28 0 0 30

十 勝 0 0 4 4 4 0 0 0 4

釧 路 0 0 4 4 0 0 0 0 0

根 室 0 0 3 3 0 0 0 0 0

計 6 0 92 98 103 109 0 2 214

平成23年 都道府県別
交通事故死者数
ワースト10

順位 都道府県名 死者数

1 愛　知 225

2 東　京 215

3 埼　玉 207

4 兵　庫 198

5 大　阪 197

6 北海道 190

7 神奈川 180

8 千　葉 175

9 茨　城 169

10 静　岡 164
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道
民
交
通
安
全
の
日

２
月
15
日
、
道
交
通
安
全
協
会
周
辺
で
、

道
民
交
通
安
全
の
日
の
街
頭
啓
発
を
実
施

し
ま
し
た
。

交
通
安
全
対
策
七
者
連
絡
会
議
が
主
体

と
な
り
、
の
ぼ
り
や
手
旗
等
で
道
行
く
人

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

北
海
道
で
は
、
昭
和
59
年
か
ら
毎
月
15

日
を
道
民
交
通
安
全
の
日
と
定
め
、
道
民

総
ぐ
る
み
で
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
行

事
に
参
加
す
る
等
、
日
常
の
中
に
交
通
安

全
意
識
が
定
着
す
る
よ
う
に
、
旗
の
波
運

動
等
の
街
頭
啓
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

反
射
材
普
及
促
進
の
た
め
の�
�

街
頭
啓
発

２
月
15
日
、
Ｊ
Ｒ
琴
似
駅
周
辺
で
、
夜

光
反
射
材
を
普
及
促
進
す
る
た
め
の
街
頭

啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
中
、
歩
行
中
に
交
通
事
故
で

死
亡
し
た
高
齢
者
36
人
の
う
ち
、
夜
光
反

射
材
を
身
に
つ
け
て
い
た
高
齢
者
は
１
人

だ
け
と
い
う
実
態
が
あ
り
、
高
齢
者
の
夜

光
反
射
材
に
対
す
る
意
識
や
使
用
実
態
等

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
装
着
率
は
12
・
３
％
と
い
う
低

い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
に

対
す
る
夜
光
反
射
材
の
着
用
意
識
の
高
揚

及
び
装
着
率
向
上
を
図
る
た
め
に
啓
発
を

行
い
ま
し
た
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー�

�

北
海
道
２
０
１
１

１
月
31
日
、
道
警
13
階
大
会
議
室
で
、

17
回
目
と
な
っ
た
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー

北
海
道
２
０
１
１
」
の
抽
選
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

昨
年
７
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
の

４
ヶ
月
間
を
総
数
２
１
６
、３
７
８
人
の

参
加
者
が
無
事
故
・
無
違
反
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

参
加
者
の
無
事
故
・
無
違
反
の
達
成
率

は
93
．
７
％
と
な
り
、
交
通
事
故
や
交
通

違
反
を
し
て
し
ま
っ
た
人
の
割
合
は
、
非

参
加
者
に
比
べ
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。

抽
選
会
で
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
大
賞

５
本
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
優
秀
賞
18
本
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
賞
26
本
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
賞
26
本
、
特
別
賞
１
、

８
０
０
本
、
シ
ル
バ
ー
ラ
リ
ー
景
品

３
５
０
本
な
ど
達
成
者
２
、２
２
５
人
に
、

抽
選
の
結
果
、
ク
ー
ポ
ン
券
、
お
こ
め
券
、

図
書
カ
ー
ド
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年　

春
の
推
進
会
議

２
月
16
日
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎
２
階

会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
24
年
の
交
通
安

全
運
動
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
北
海
道
、

北
海
道
警
察
な
ど
、
交
通
安
全
の
関
係
団

体
の
担
当
者
が
集
ま
り
、
推
進
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
活
動
の
今
年
の
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
７
大
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
期
別
運
動
や
交
通
安
全
運
動
期

間
中
の
街
頭
啓
発
等
に
つ
い
て
、
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
に
向
け
て
夜
光
反
射
材
の
活
用
、
ひ
と

声
ア
ド
バ
イ
ス
、
高
齢
運
転
者
講
習
へ
の

参
加
促
進
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席
着
用
へ

の
Ｐ
Ｒ
、
自
転
車
走
行
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
へ

の
啓
発
活
動
等
を
通
年
・
期
別
の
運
動
と

し
て
展
開
し
、
交
通
事
故
の
無
い
安
全
で

安
心
な
社
会
を
目
指
し
ま
す
、
と
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

の〜んびり　いこうや　北海道
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平
成
23
年
度
北
海
道�

�

交
通
安
全
母
の
会
研
修
会

２
月
21
日
、
札
幌
市
の
北
農
健
保
会
館

で
、
平
成
23
年
度
北
海
道
交
通
安
全
母
の

会
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
北
海
道
交
通
安
全
母
の
会
の

田
西
喜
代
会
長
の
挨
拶
の
後
、
北
海
道
環

境
生
活
部
く
ら
し
安
全
局
の
く
ら
し
安
全

推
進
課
の
千
葉
貴
寿
交
通
安
全
対
策
担
当

課
長
、
北
海
道
警
察
本
部
交
通
部
交
通
企

画
課
大
田
見
拓
統
括
官
、
北
海
道
交
通
安

全
推
進
委
員
会
の
中
村
照
男
専
務
理
事
か

ら
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全

運
転
普
及
本
部
埼
玉
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の
阿

部
英
典
様
か
ら
「
幼
児
向
け
交
通
安
全
プ

ル
グ
ラ
ム
の
紹
介
と
実
演
」「
手
軽
に
出

来
る
高
齢
者
向
け
交
通
安
全
教
材
の
紹
介

と
実
演
」
の
講
演
を
い
た
だ
い
た
後
、

（
株
）
特
殊
衣
料
の
取
締
役
商
品
企
画
部

長
藤
本
欣
也
様
か
ら
、
歩
行
者
や
自
転
車

利
用
者
が
転
倒
し
た
際
に
頭
部
へ
の
衝
撃

を
軽
減
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
「
衝
撃

吸
収
シ
ー
ト
の
有
効
性
に
つ
い
て
」
説
明

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
講
演
を
い
た
だ
い
た
阿
部
様
は
、

各
地
で
講
習
を
開
か
れ
て
お
り
、
年
代
別

や
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
大
変
分
か
り
や

す
い
内
容
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
（
株
）
特
殊
衣
料
様
の
衝
撃
吸
収

シ
ー
ト
を
使
用
し
た
保
護
帽
の
ア
ボ
ネ
ッ

ト
は
、
通
常
時
で
も
被
り
や
す
い
た
め
に
、

見
た
目
も
普
通
の
帽
子
と
遜
色
の
な
い
よ

う
作
ら
れ
て
い
て
、
参
加
者
も
大
変
興
味

を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。

交
通
安
全�

�

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て

２
月
25
日
に
稚
内
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
、「
２
０
１
２
飲
ん
だ
ら

乗
る
な
・
交
通
安
全
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
料

飲
店
対
抗
カ
ラ
オ
ケ
歌
合
戦
」
の
会
場
ロ

ビ
ー
に
て
交
通
事
故
写
真
パ
ネ
ル
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

約
８
０
０
人
の
参
加
者
の
中
に
は
、
交

通
事
故
写
真
パ
ネ
ル
を
真
剣
に
見
入
っ
て

い
る
方
も
い
て
、
交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ

を
改
め
て
実
感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
後
も
当
委
員
会
で
は
、
交
通
安
全
パ

ネ
ル
や
交
通
事
故
写
真
パ
ネ
ル
等
の
貸
出

を
行
い
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交
通

事
故
防
止
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

自転車も　安全速度と　気配りを
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交
通
安
全
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ�

�

貸
出
し
の
お
知
ら
せ

交通遺児奨学生の募集

お問い合わせ・相談は、「総務担当グループ」TEL.011（221）6666まで

当委員会では、広く道民の皆様の善意による資金を基にして、交通事故被害者の子弟に対し、修
学の支援を行っております。
対象となる方

中学生・中等教育学校生・高校生・専修学校生（高等課程）・高等専門学校生・専修学校生（専門課程）
●�交通事故が原因で、保護者を亡くしたり重度の後遺障害が残った保護者のお子様で、道内の中
学校・中等教育学校ならびに高等学校・専修学校（高等課程）・高等専門学校・専修学校（専門
課程）に入学または在学する生徒が対象となります。

奨学金の種類と金額【無利子貸付】

対象学生／奨学金種別 入学奨学金 普通奨学金（月額）
中学生、中等教育学校生（前期課程） 無し 10,000円、15,000円、20,000円の選択制
公立高等学校生
中等教育学校生（後期課程）
高等専門学校生

100,000円 10,000円、15,000円、20,000円、25,000円、
30,000円の選択制

専修学校生（高等課程） 150,000円
10,000円、15,000円、20,000円、25,000円、
30,000円、35,000円、40,000円の選択制私立高等学校生 250,000円

専修学校生（専門課程） 250,000円

貸付けが決定した月から中学生・中等教育学校生・高校生・専修学校生（高等課程）・高等専門学
校生・専修学校生（専門課程）卒業の月まで貸付けます。

卒業後1年間の猶予の後（短大・大学へ進学した場合は猶予期間あり）、貸付けを受けた奨学金の
額の区分により、10年から20年の均等月賦などがあります。

随時受け付けておりますのでご相談ください。

当委員会のホームページの「交通遺児奨学生申請書（様式）」をダウンロードしてご利用ください。

貸付期間

返還方法

申し込み

申請書類

いそいでも　かならずかくにん　みぎひだり

交
通
安
全
運
動
の
教
育
や
啓
発
に

「
ビ
デ
オ
」「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
の
貸
出
し
を

し
ま
す
。

使
用
料
は
無
料
で
発
送
費
は
当
委

員
会
負
担
、
返
送
費
は
利
用
者
負
担

で
す
。

【
種
類
】

	

幼
児
、
小
・
中
学
生
向
け�����

65
本

	

若
者
向
け��������������������������������

19
本

	

一
般
向
け��������������������������������

８
本

	

高
齢
者
向
け��������������������������������

26
本

	

運
転
者
向
け��������������������������������

64
本

	

合　
　
　

計��������������������������������

182
本

詳
細
は
当
委
員
会
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

総会のお知らせ
平成24年度 

公益社団法人 北海道交通安全推進委員会 
定時総会・理事会

日　時　�平成24年５月21日（月）�
　理事会 13:00〜／総会 14:00〜

場　所　�ホテルポールスター札幌�
　札幌市中央区北４条西６丁目�
　TEL 011-241-9111
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【寄附金】
■寄附（３口）� 敬称略

住　所 団　体　名 金額（円）
12月 札幌市 植 村 泰 也 1,000
１月 札幌市 植 村 泰 也 1,000
２月 札幌市 植 村 泰 也 1,000

■募金（５口）� 敬称略
住　所 団　体　名 金額（円）

12月 札幌市 森サイクル 7,000
恵庭市 認定こども園 つくし幼児園 5,000

１月 札幌市 小林豊子きもの学院 300,000
札幌市 株式会社アペックス 8,047

２月 室蘭市 室蘭地方中古自動車販売協会 30,000 

【一般募金】
■羽根募金（２口）� 敬称略

団　体　名 金額（円）

１月
羽幌自動車学校、羽幌日赤奉仕団、
羽幌町交通安全指導員協議会 45,431 

当麻町交通安全母の会 42,025 

■箱募金（55口）� 敬称略
団　体　名 金額（円）

12月

共和町交通安全運動推進委員会、
共和町交通安全協会 12,130

滝川交通安全協会 2,565
小樽市安全協会 13,699
北海道銀行札幌駅前支店 5,823
十勝地区交通安全推進協議会 1,710
根室交通安全協会 5,100
平取町交通安全推進委員会 3,671
増毛町交通安全推進委員会 1,042
日高地区交通安全推進協議会 1,463
胆振地区交通安全推進協議会 1,680
倶知安町交通安全推進委員会 1,175
羽幌地区交通安全協会連合会 6,000
広尾地区安全協会 1,726
北海道銀行鳥居前支店 3,839
留萌地区交通安全推進協議会 2,680
美唄市交通安全協会 4,148

団　体　名 金額（円）

12月

函館市交通安全推進委員会 3,616
苫前町交通安全推進協議会 16,060
岩内地方交通安全協会連合会 1,106
赤平市交通安全推進協議会 1,792
恵庭市交通安全運動推進委員会 1,350
鹿部町交通安全推進委員会 1,255
札幌北交通安全協会 4,011
今金町交通安全運動推進委員会 1,262
島牧村交通安全推進委員会 728
岩内町交通安全推進委員会 3,000
釧路地区交通安全推進協議会 12,106
名寄地区交通安全協会連合会 1,157
新冠町交通安全推進委員会 23,282
紋別地区交通安全協会 3,418
富良野地方交通安全協会 4,630
南幌町交通安全運動推進協議会 5,390
砂川市交通安全推進委員会 1,974
北海道銀行室蘭支店 1,702
留寿都村交通安全推進委員会 1,035
札幌信用組合美香保支店 2,995
札幌信用組合西野支店 1,423

１月

札幌東交通安全協会 2,790
石狩市交通安全推進委員会 4,237
網走地区交通安全協会 1,318
室蘭交通安全協会 4,991
寿都町交通安全推進員会 1,000
札幌信用金庫本店営業部 3,018
北央信用組合清田支店 2,791
本別地区交通安全協会 3,197
七十七銀行札幌支店 1,003
北央信用組合豊平支店 1,054
檜山地区交通安全推進協議会 1,632
北海信用金庫白石支店 1,357
江別地区交通安全協会 2,254
小清水町役場 2,589
むかわ町交通安全推進協議会 1,490
千歳地区交通安全協会 4,520
中川町地域安全推進協議会 1,087
遠軽地区交通安全協会 31,598

交通遺児に愛の手を! ありがとうございました。

１月15日　小林豊子きもの学院 ２月23日　室蘭地方中古自動車販売協会

慣れた道　思わぬ危険が　かくれんぼ
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地域交通安全実践活動ニュース
深川市中央老人クラブ�
� 交通安全教室

空知地区交通安全推進協議会
お年寄りを交通事故から守ろうと、こ

の交通安全教室が12月12日、深川市ふれ
あい会館で開かれました。市の関係者、
高齢者110名が参加しました。
最初に横断時の注意を喚起するビデオ

を鑑賞した後、空知総合振興局職員、空
知地区交通安全推進員による「全道及び
空知管内の交通死亡事故状況」「年とと
もに視力や反射神経の衰え」「きちんとし
た渡り方で道路を横断」など、板書を加
えた説明後、「高齢者事故防止（検証マッ
プ）及び夜光反射材使用」を事故現場の
写真から注意すべきことや、会場の照明
を消して夜光反射材の効果を示しました。
参加者は体力の衰えからくる判断力の

欠如や、夜光反射材の必要性についてあ
らためて認識し、「自らの命は自らで守
る」を合言葉に、交通安全の遵守を確認
しました。

交通安全推進員の声

交
通
事
故
は
自
分
の
意
識

�

と
行
動
で
避
け
ら
れ
る

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
を

始
め
と
し
て
、
夏
の
水
害
な
ど

大
き
な
自
然
災
害
が
頻
発
し
、

多
数
の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
た

り
、
財
産
を
無
く
さ
れ
た
り
す

る
災
難
に
見
舞
わ
れ
た
年
と
な

り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
東
日
本
大
震
災

で
は
一
万
五
千
人
以
上
の
方
が

亡
く
な
ら
れ
、
一
月
末
時
点
で

な
お
三
千
人
以
上
の
方
が
行
方

不
明
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
北
海
道
で
は
昨
年
、

交
通
事
故
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ

た
方
が
百
九
十
人
と
な
り
、
昭

和
二
十
五
年
以
降
で
は
最
少
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
警

察
・
市
町
村
及
び
地
域
の
関
係

者
の
方
々
を
は
じ
め
、
道
民
の

方
々
の
日
々
の
交
通
事
故
防
止

に
対
す
る
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、

交
通
安
全
運
動
に
携
わ
る
者
と

し
て
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
で
は
十
一
年

連
続
で
減
少
し
て
い
る
と
は
い

え
、
な
お
四
千
人
以
上
の
方
が

交
通
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
て
い

ま
す
。
東
日
本
大
震
災
と
比
較

す
れ
ば
、
交
通
事
故
で
は
そ
の

同
じ
数
の
命
が
四
年
近
く
の
歳

月
を
か
け
て
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
震
災
で
は
自
分
の
行
動
だ

け
で
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
場

合
が
多
く
を
占
め
る
と
思
い
ま

す
が
、
交
通
事
故
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

不
可
解
な
事
故
も
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
自
分
の
意
識
や

行
動
で
避
け
ら
れ
た
事
故
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。一

人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
を

自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、
実

践
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

日
々
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

根室地区

長谷川　光博

実施期間 4月6日（金）～4月15日（日）実施期間 4月6日（金）～4月15日（日）

運動の
重点

［全道統一行動日］4月6日（金）セーフティコール ［交通事故死ゼロを目指す日］4月10日（火）

実施期間 4444月月6日日（（金金金（（（ ）））金金金 4～4～～44月月115日日（（日日））
春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動平

成
24
年

❶子どもと高齢者の交通事故防止
❷自転車の安全利用の推進（自転車安全利用五則の周知徹底）
❸全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
❹飲酒運転の根絶　❺スピードの出し過ぎ防止

ヘッドホン　危険の合図　聞き逃す

高
齢
者
対
策�

『
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん�

�

交
通
安
全
も
支
援
』

先
日
、
北
海
道
が
平
成

二
十
三
年
の
交
通
事
故
死
全
国

ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
を
返
上
し
、
昭

和
二
十
四
年
以
来
六
十
二
年
ぶ

り
に
事
故
死
二
百
人
を
下
回
る

事
が
出
来
た
、
こ
れ
は
高
齢
歩

行
者
の
犠
牲
減
少
が
要
因
と

な
っ
て
い
る
の
で
は
、
と
の
報

道
が
あ
り
ま
し
た
。

幸
い
に
も
当
管
内
で
の
高
齢

歩
行
者
の
犠
牲
者
は
ゼ
ロ
で
し

た
。
当
協
議
会
で
は
こ
の
数
年

間
、
高
齢
者
歩
行
者
事
故
防
止

運
動
を
重
点
と
し
て
進
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
機
会
に
運

動
の
一
例
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

先
ず
、
対
象
者
選
定
に
あ

た
っ
て
北
海
道
交
通
事
故
情
報

の
分
析
結
果
か
ら
、
死
亡
事
故

の
多
い
「
老
人
ク
ラ
ブ
未
加
入

高
齢
者
」
を
選
び
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
そ
の
運
動
の
推
進
母
体

は
、
前
述
の
高
齢
者
に
対
し
継

続
的
に
運
動
が
推
進
で
き
、
且

つ
常
に
接
し
信
頼
を
得
て
い
る

人
及
び
団
体
と
い
う
見
地
か
ら

検
討
を
し
ま
し
た
。

結
果
、
高
齢
者
の
生
活
支
援

事
業
を
展
開
し
て
い
る
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
に
行
き
着
き
、
高
齢

者
の
交
通
安
全
運
動
推
進
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
「
交
通
安
全

も
生
活
支
援
の
一
部
」
と
、
快

く
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
早
速
、
平
成
二
十
二
年
七

月
か
ら
三
十
人
の
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
が
一
丸
と
な
り
、
訪
問
先
で

の
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
や
夜

光
反
射
材
の
取
り
付
け
を
実
践

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

現
在
も
継
続
し
て
運
動
が
進

め
ら
れ
大
き
な
成
果
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

日高地区

南條　珠一
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増
毛
町
は
、
留
萌
管
内
の
最
南
部
に
位
置
し
、

暑
寒
別
天
売
焼
尻
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

る
暑
寒
別
岳
を
有
す
る
、
人
口
約
５
、１
０
０

人
の
自
然
豊
か
な
町
で
す
。

甘
え
び
を
特
産
品
と
し
て
、
毎
年
５
月
末
頃

に
開
催
さ
れ
る
「
増
毛
え
び
ま
つ
り
」
は
、
そ

の
日
水
揚
げ
さ
れ
た
甘
え
び
の
即
売
や
増
毛
出

身
三
國
清
三
シ
ェ
フ
監
修
の
「
増
毛
エ
ビ
カ

レ
ー
」
に
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

ま
た
、
終
着
駅
の
増
毛
駅
周
辺
は
、
重
要
文

化
財
「
旧
商
家
丸
一
本
間
家
」
を
中
心
に
増
毛

駅
前
の
歴
史
的
建
物
群
と
増
毛
小
学
校
が
北
海

道
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
一
度
、

歴
史
的
な
町
並
み
を
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

交
通
事
故
防
止
の
啓
発
活
動

増
毛
町
の
交
通
安
全
運
動
は
、
交
通
安
全
推

進
委
員
会
・
交
通
安
全
協
会
・
交
通
指
導
員

会
・
小
中
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
各
団
体
が
警
察
と

密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
行
わ
れ
て
お
り
、

秋
の
「
交
通
安
全
家
庭
新
聞
」
の
全
世
帯
へ
の

配
布
、
車
両
用
「
交
通
安
全
啓
発
マ
グ
ネ
ッ
ト

シ
ー
ト
」
の
各
事
業
所
へ
の
配
布
等
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
独
自
の
啓
発
活
動
と
し
て
、「
サ
ク

ラ
ン
ボ
作
戦
」、「
事
故
梨
ア
ッ
プ
ル
作
戦
」
で

は
当
町
自
慢
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
梨
・
リ
ン
ゴ
を

観
光
客
な
ど
に
配
布
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

ま
た
、
留
萌
警
察
署
管
内
の
増
毛
町
、
留
萌

市
、
小
平
町
に
よ
る
統
一
啓
発
運
動
「
Ｍ
Ｒ
Ｏ

パ
ト
ラ
イ
ト
作
戦
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

春
・
夏
・
秋
・
冬
の
各
期
別
運
動
で
は
、
交

通
指
導
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
街
頭
啓
発
や
交
通

安
全
車
に
よ
る
広
報
啓
発
活
動
を
行
い
、
通
学

児
童
、
そ
の
他
歩
行
者
や
通
過
車
両
に
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
交
通
事
故
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。子

ど
も
や
高
齢
者
の
交
通
安
全

毎
年
、
交
通
安
全
推
進
委
員
会
や
交
通
安
全

協
会
で
は
、
子
ど
も
の
交
通
安
全
対
策
の
一
環

と
し
て
新
入
学
園
児
・
新
入
学
児
童
に
対
し
て
、

書
き
方
鉛
筆
や
交
通
標
識
定
規
な
ど
の
交
通
安

全
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
付
し
、
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
協
会
で
は
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
普
及
の
た
め
無
料
貸
出
し
を
行
い
、

乳
幼
児
・
児
童
の
大
切
な
命
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
対
し
て
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
訪
問

し
、
交
通
安
全
の
ぼ
り
や
夜
光
反
射
材
を
配
布

し
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
65
歳
以
上
の
町
民
が
集
う
「
防
犯
・

交
通
安
全
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」
で
も
、

交
通
安
全
講
話
や
交
通
安
全
寸
劇
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
夜
光
反
射
材
な
ど
の
交
通
安
全
啓
発
資

材
を
配
付
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
、
町
民
一
人
一
人
が
進
ん
で
参

加
す
る
「
わ
た
し
も
交
通
安
全
運
動
」
を
基
本

に
交
通
事
故
防
止
に
向
け
て
各
種
運
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

ストップ・ザ・交通事故死　〜めざせ　安全で安心な北海道〜

増
毛
町

（
留
萌
振
興
局
）

①

サクランボ作戦

事故梨アップル作戦

交通安全旗の波作戦

幼児交通安全パレード

町
民
一
人
一
人
が
進
ん
で
参
加
す
る�

「
わ
た
し
も
交
通
安
全
運
動
」を
展
開
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別
海
町
は
、
北
海
道
東
部
根
室
管
内
の
中
央
に

位
置
し
東
西
に
61
㎞
、
南
北
に
44
㎞
、
１
、３
２
０

㎢
に
及
ぶ
広
大
な
土
地
に
１
６
、０
５
０
人
が
住

む
酪
農
業
と
漁
業
を
中
心
と
し
た
一
次
産
業
の
町

で
す
。

酪
農
業
は
、
根
釧
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
の

建
設
、
農
業
構
造
改
善
事
業
の
推
進
、
新
酪
農

村
の
建
設
に
よ
り
一
大
酪
農
地
帯
と
変
ぼ
う
を

と
げ
現
在
で
は
、
生
乳
生
産
量
日
本
一
の
町
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
漁
業
に
お
い
て
は
秋
サ
ケ
漁
は
じ
め
、

ホ
タ
テ
、
ホ
ッ
カ
イ
シ
マ
エ
ビ
漁
な
ど
が
あ
り
、

ホ
ッ
カ
イ
シ
マ
エ
ビ
漁
に
用
い
ら
れ
る
打
瀬
船
は
、

野
付
湾
の
風
物
詩
と
し
て
知
ら
れ
、
野
付
半
島
と

打
瀬
船
は
北
海
道
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
啓
発
活
動

本
町
で
は
国
道
２
４
３
号
・
２
４
４
号
・

２
７
２
号
線
を
中
心

と
し
て
、
道
々
、
町

道
の
道
路
環
境
が
整

備
さ
れ
道
路
実
延
長

距
離
は
１
、５
７
１

㎞
に
及
び
、
交
通
量

が
多
く
、
特
に
観
光

シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け

や
輸
送
繁
忙
期
に
は
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
等

に
よ
る
交
通
事
故
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
交
通
安
全
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

運
動
期
間
中
は
児
童
の
登
校
時
間
帯
に
交
通
安

全
専
任
指
導
員
の
ほ
か
交
通
安
全
指
導
員
に
よ

る
街
頭
指
導
や
、交
通
安
全
協
会
が
中
心
と
な
り

各
地
区
の
会
員
、
団
体
、
企
業
の
協
力
に
よ
り
、

通
行
車
両
へ
啓
発
物
資
の
配
布
や
旗
波
運
動
で
、

安
全
運
転
の
呼
び
か
け
を
す
る
と
と
も
に
、
参
加

者
自
ら
も
事
故
防
止
と
交
通
安
全
の
意
識
を
高

め
る
た
め
街
頭
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
役
場
庁
舎
の
電
光
掲
示
板
や
懸
垂
幕

の
掲
揚
、
庁
舎
内
放
送
で
の
運
動
の
周
知
、
公

用
車
に
「
交
通
安
全
運
動
実
施
中
」
の
マ
グ

ネ
ッ
ト
を
貼
付
し
て
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
や
、

交
通
安
全
指
導
車
で
の
広
報
、
主
要
幹
線
で
の

パ
ト
ラ
イ
ト
作
戦
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
教
室
の
指
導
協
力

各
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校
で
実
施
さ
れ

る
交
通
安
全
教
室
の
内
容
に
応
じ
て
、
警
察
署
、

交
通
安
全
指
導
員
の
協
力
の
も
と
、
模
擬
信
号

機
や
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
用
し
た
交
通
安
全
指
導

を
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
で
は
お
母
さ
ん

と
一
緒
に
学
ぶ
工
夫
を
こ
ら
し
た
交
通
安
全
教

室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
交
通
安
全

専
任
指
導
員
が
保
育

園
を
訪
問
し
、
腹
話

術
、
人
形
劇
、
紙
芝

居
を
と
お
し
て
園
児

た
ち
が
交
通
安
全
の

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
、
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
室

近
年
、
全
国
的
に
も
高
齢
者
の
交
通
事
故
が

増
加
し
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
加
齢
に
よ
る

機
能
低
下
が
原
因
と
見
ら
れ
る
交
通
事
故
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
高
齢
者

を
対
象
に
警
察
署
の
協
力
を
得
て
、
加
害
者
や
被

害
者
に
な
り
得
る
交
通
事
故
に
対
す
る
注
意
や

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
講
話
や
、
夜
光
反
射
材
の
効

果
に
つ
い
て
の
検
証
な
ど
交
通
事
故
を
抑
止
で
き

る
よ
う
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
協
会
で
は
夜
光
反
射
材
や

高
齢
運
転
者
標
識
の
普
及
事
業
と
し
て
、
積
極

的
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
希
望
者
へ
配
布

し
て
い
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
調
査

毎
月
15
日
に
道
民
安
全
の
日
に
併
せ
て
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
調
査
を
し
、
着
用
状
況
に

応
じ
て
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
や
町
広
報
で
注
意

喚
起
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
、
団
体
、
地
域
住
民
、
オ
ー
ル
別
海

で
目
標
に
向
っ
て
取
組
を
進
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

別
海
町

（
根
室
振
興
局
）

②

あぶないよ　けいたいでんわと　にらめっこ

交
通
事
故
の
な
い
安
全
で

�
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
て
！
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◆ ◆ ◆ ◆ ◆
交通事故死
ゼ ロ 日 数
顕 彰
◆ ◆ ◆ ◆ ◆

11月５日、栗沢市民センターにおいて、岩
見沢市老人クラブ連合会が主催の「シルバーボ
ランティア養成講座（交通安全・防犯・防災教
室）」が開催されました。

交通安全では空知総合振興局職員、空知地
区交通安全推進員による「高齢者事故防止の検
証マップ及び夜光反射材実験」の演題で、マッ
プを利用した横断時の注意と夜光反射材の効果
を示し、交通安全意識の高揚を図りました。

空知地区.................................. 岩見沢市

興部町交通安全推進委員会では、毎年、防
犯協会、暴追協合同で「歳末特別警戒商店・
飲食店等訪問」を実施しています。

今年は、42名が参加して町内63箇所を訪問
し、各店に交通安全、防犯を呼び掛けるだけ
でなく、店主からもお客様に声掛けをしても
らうように、ハンドルキーパーのキーホルダ
ーなどのグッズを30セットずつ配布し、交通
安全の輪を広げていただきました。

オホーツク地区............................ 興部町

2012年１月
18日、豊富町
で開催された
老人クラブの
例会において

「高齢者事故防
止講習会」を
実施しました。

講 習 会 で は
23年度に宗谷

地区で発生した死亡事故について作成した検
証マップを使い、事故防止の為に注意しなけ
ればならないポイントを参加者と確認しまし
た。

その後、夜光反射材の効果実演を行い、「反
射本」「反射シール」「反射材付きエコバック」
を配付、「反射シール」については、その場で
各自の靴に貼付してもらいました。

宗谷地区..................................... 豊富町

こ の 春、 小
学校に入学す
る児童を対象
に、 室 蘭 市 は
２月１日～24
日 ま で の 間、
市内21カ所の
幼 稚 園・ 保 育
所等で交通安

全の意識の向上を図るため交通安全教室を開
催していました。

６日は、市内の中島幼稚園園内で５名の女
性交通指導員が園児70数名を前に指人形を使
った交通ルールの説明に続いて、トラの着ぐ
るみの指導員が白線入りのシートを使い、正
しい横断歩道の渡り方を説明したあと、子供
たちはグループごとに白線入りのシートを使
い横断歩道の正しい渡り方を学びました。

胆振地区..................................... 室蘭市

1月
1500日

▲

標茶町、標津町

1000日

▲

乙部町

  700日

▲ �

三笠市、月形町、
浦臼町、池田町

  500日

▲

赤平市、浜中町

2月
1000日

▲

雨竜町

  700日

▲ �

大空町、壮瞥町、
津別町

  500日

▲

上砂川町

3月
2000日

▲

えりも町

1000日

▲

大樹町

  700日

▲

清里町、共和町

  500日

▲ �

羅臼町、美幌町、 
赤井川村、 
弟子屈町、 
安平町、蘭越町、
芽室町


